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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：カルシトニンは、骨へのカルシウムとリン酸の取り込みを促進することにより、血中のカルシウムとリン酸の濃度を急速かつ短期間で低下させます。,機能：CGRPは血管拡張を誘導します。冠状動脈、脳血管、全身血管を含む様々な血管を拡張します。中枢神経系に豊富に存在することから、神経伝達物質または神経調節物質としての役割を果たしていることも示唆されています。また、血小板cAMP濃度も上昇させます。,機能：カタカルシンは、強力な血漿カルシウム低下ペプチドです。,オンライン情報：カルシトニンのエントリ,類似性：カルシトニンファミリーに属します。,機能：カルシトニンは、骨へのカルシウムとリン酸の取り込みを促進することにより、血中のカルシウムとリン酸の濃度を急速かつ短期間で低下させます。,機能：CGRPは血管拡張を誘導します。冠状動脈、脳血管、全身血管を含む様々な血管を拡張します。中枢神経系におけるその豊富な存在は、神経伝達物質または神経調節物質としての役割を示唆しています。また、血小板cAMPを上昇させます。,機能：カタカルシンは強力な血漿カルシウム低下ペプチドです。,オンライン情報：カルシトニンの項目,類似性：カルシトニンファミリーに属します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Jurkat U937 Rajiマウス眼溶解液のウェスタンブロット分析。抗体は1000倍希釈。二次抗体は1:20000倍希釈。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

